
種名

ア ブ ラ ガ ヤア ブ ラ ガ ヤア ブ ラ ガ ヤア ブ ラ ガ ヤ

ScirpusScirpusScirpusScirpus wichuraewichuraewichuraewichurae

分類 被子植物単子葉植物網カヤツリグサ科 俗称 生活型 多年草

分布 北海道～九州

形態 叢生し、茎は硬く、高さ１～１．５ｍ。茎の葉は長さ２０～３０㎝、幅５～１５mm、葉鞘は密に茎を包む。

類似種

生息場所 平地から山地の湿地にはえる。

繁殖

花期は 8～10 月。大型の円錐花序は頂生および側生し、多数の小穂をつける。小穂は各枝の先に１～

４個あつまってつき、長さ４～８mm、幅２～３mm、熟すと赤褐色になる。鱗片は長さ２mm。柱頭は３個。

果実は淡色で長さ１mm。針状花被は６個、果実よりはるかに長く、糸状でちぢれている。

他生物との関係

配慮のポイント

引用文献： 『世界文化生物大図鑑 植物Ⅱ 単子葉植物』を改変


